
地域おこし協力隊活用促進事業【R8継続】
【概要】 市町村における地域おこし協力隊の導入を支援するとともに、隊員の育成、定着に向けた活動を支援し、県内

地域おこし協力隊の活用の促進や定住率の向上を図ることで、地域の担い手を増やすことを目的とする。

❷ 地域おこし協力隊サポート体制の構築・強化支援

＜市町村支援＞

❶ 地域おこし協力隊募集力向上支援
【目 的】 魅力的な案件組成や訴求力のある記事作成による協力隊確保
【対 象】 市町村、受入団体、サポート組織 等
【内 容】
・ 案件組成や募集記事作成について、相談会やワークショップを実施する。
・ 案件組成や募集記事作成について、希望する市町村に対する伴走支
援を実施する。

【目 的】 協力隊任用数の増加
【対 象】 市町村、受入団体、サポート組織 等
【内 容】
協力隊採用充足率向上に向け、「魅力ある案件組成」や「効果的な
募集記事作成」の方法等を学ぶことができる実践的な研修を実施
❹ 地域の生業インターン

❸ 初任者研修

❺ エリア別情報交換会【新】

＜隊員支援＞

【目 的】 協力隊の円滑な活動に向けた市町村のサポート体制の構築・強化
【対 象】 市町村
【内 容】
・ 主に協力隊サポート体制に課題のある市町村を対象に、市町村のニーズ
を確認した上で、サポート体制の構築や強化に向けた取り組みを個別に支援
する。

【目 的】協力隊制度の理解向上および地域協力活動の円滑化
【対 象】 着任後、概ね１年未満の協力隊員
【内 容】
・ 協力隊制度の基本や活動の心構えを学ぶとともに、県内の活動事例の
紹介等を通じて、地域との関係づくりや活動の進め方について理解を深める。
・ 県内で活動する隊員同士が顔を合わせる機会を設け、情報交換やネッ
トワークづくりを促進する。

【目 的】 協力隊の県内地域への定着促進
【対 象】 現役の協力隊員
【内 容】
・ 主に協力隊OBOGが就業・起業している事業所等を訪問し、就業体験
や起業経験を学ぶインターンを実施する。
・ 活動内容の見学や座学を中心としたツアー型と、参加者の希望する業
務内容に応じてコーディネートし、3日程度の滞在で実際の仕事を体験する
個別対応型の２種類のプログラムを実施する。

【目 的】近隣自治体の隊員同士の情報交換を通じて、活動内容のブラ
ッシュアップを図る。

【対 象】 現役の協力隊員、協力隊OBOG、サポート組織 等
【内 容】
・ 自身の活動の見直しや協力隊同士の交流を図るため、近隣市町村に
所属する協力隊員やOBOG等が集まり開催する情報交換会等を実施する。

資料４



（参考）

※初任者研修は、本県の実情に基づく内容及び他隊員とのネットワークづくりに有益であることから県で継続実施

※R7テーマ：観光宿泊、戦略的情報発信、まちづくり、デジタル活用（２回） 7



（参考）
R7創業支援 (県内例)

【事業主体】

〇NICO (背景：青)

〇新潟商工会議所
(背景：黄)
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